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気温 32.1℃， 水温 29℃, pH 9.3, RpH 8.6, 
DO 10.0 mg/_(!, (以下消略）， BOD 2.2, COD 3.8, 
ss 5, 全有機性窒素 0.020, 硝酸性窒素 1.02,





する個体が多い (pl.1 figs. A -D, pl. 2 figs. A-----G)が，ほとんど突出していない個体




(pl.3 figs. A-----D)。 さらに，軸域とほぼ同じ巾で中心域の不明瞭な個体もある (pl.3 
figs. A. B)が，このように中心域の小さな個体は少ない。一人の著者が同一論文中に二個
















Cym加“a turgidula var. 
紐rgiぬふ としている研究者
(Grunow 1875, Cleve -Euler 
1955)もある。
2. 珪殻の測定値
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中心節長は O.75,.._, 3. 25μm 
までで，とび離れた値を除
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図 4 珪殻長と中心節長との相関関係
























研究者名 年度 珪殻長 珪殻巾 中央部横条線 両端部横条線 横す条る点線紋を構数成
Cleve 1894 32~ 50 10~15 9~ 10 11 24 
Meister 1912 30~ 50 10~ 15 8~10 
Hustedt 1914 32~ 50 10~ 15 9~ 10 24 
Boyer 1926 55~ 90 D. 9 V. 7 D.10 V.9 
Hustedt 1930 30~50 10~15 9~10 24 
Lavrenko 1950 30~ 50 10~ 15 9~10 24 
Sabellina 1951 30~ 50 10~ 15 9~10 24 
Cleve -Euler 1955 32-50 10 
Patrick 1966 28~50 10~15 9~11 22-24 
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に示すように，両者間で相関関係を認めることができない。







日本に広く分布している変種に Cym加llaturgidula var. nipponica Skv. (in Philip. 
J. 8 C i. 283 p 1. 2 fig• 8, p 1.4 fig. 4)がある。
変種と基本種との比較のために測定値を表 2に示す。
表 2 Cymりellaturgidula var. turgidulaと Cym.turg. var. ni.pponicaの比較
種 名 I 産地 珪殻長 珪殻巾 中横（腹央条側線部） 横中（背条央側部線） 両端条門部
門腹側
横両（背条端側部線） 
Cymbe lla t11,rgidula 長野県
31~49 10....,15.5 8~12 7~10 
9~15 9~ 15 
var. tur伊 du!a 裾花川 (10 μm) (10 μm) 
Cymb. turgidula 和歌山県
24-51.5 9. 5-., 13 10~14 9~14 
6 ~ 8 6 ~ 8 
var. nz.pponz.ca 大塔川 (5μm) (5μm) 
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4. 今回観察した基本種は日本に一般的に分布している var.nipponicaと測定値では区別で
きない。



























加Uaturg 泣ulavar. turgiclula 
羽状珪藻 Cym
Cymbella turg叫 lavar: 
加 rg叫 la
E~G：遊離点 2つ，
H~k ：遊離点3つ
A~D ：遊離点 1つ，
